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柳井哲男君を偲んで
町　　田 実
　柳井君，もう何年になろうか。たLか，君と国際経済学会に同行するように
なったのは，富山大学での大会のときからであったように思う。君は熱心な勉
強家であった。私と同じ分野の研究一世界市場論，国際価値論一に没頭L
地道ではあったが，次々と研究の成果を発表しはじめていた。私は郡こ理論的
研究とともに，歴史自勺具体的研究の必要を語ったことがある。君が堀中浩君と
一緒にジャーヴィスのr現代企業の発展」（The　Evo1ution　Of　MOdem　Industry）
（早犬出版部刊）を訳出Lたのも今後の研究への一布石であった。一見療せて
～・てひ弱に見えた君が，勢力的な訳業振りを見せたのには，改めて君の心の強
さを見直Lたものである。
　君は学会に出てからは同学の先輩，友人を得て，いっも全国各地で見まもっ
ていてくれる温かい友情や鞭輸こ感激L，熱っぽく私に語ったことがある。そ
の度毎に勉強の決意を固くしていた君だ。それは私にまでどんなに励まLにな
っていたことか。
　昨年11月に中央大学で国際経済学会が開かれた折に，少壮中堅層を中心にも
たれた国際経済研究会は，「国際経済研究の理論的体系化に向って」と題する
シソポジウム形式の研究会であったが，君は幹事役の一人としてそのお膳立の
ために熱心に主催校を援けてかけまわっていた。君はシ：■ポジウムを成功に導一
いた陰の力であった。
　r注」　この国際経祷研究会については山田隆士氏がr経溝評論」66年1月号に，シン
　　ポジウムの成果については「世界経済評論」66年3月号に掲載されている。
　その後，国際経済研究会の関東側メソバーは，時にフリーな会合をもとうと
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いうことになり，とりあえず，中央大学の川尻研究室に集まることになった。
君と一緒に私も一度参加した。その時のメソバーは，・一實崎犀一（国学院大），堀
晋作（同上），辻忠夫（国策研究会），山田隆士（中央大），堀中浩（アジア・ア
フリカ語学院）の講君であったように思うが，誘題はシソポジウムの内容から．
国際（世界）経済論の中で国家論をどのように位置ずけるかという問題になり，
さらに資本の国際性と国民性という概念をどう把えるかといった議論に展開し
ていったと記憶する。その折，君は話題の中心になっていたが・今でも私はそ
の時の君の真撃な態度をまざまざと思い浮べることができる。その時のヒソト
が，この遺稿にたったものと私は推測している。
　柳井君，どうLて君は突然に逝ってしまったのか。同僚や全国の学友先輩か
ら励まLをうけ，あれほどまでに，学問め探究に意慾を燃Lていたのに，志な
かぽで他界Lなけれぱならなかったとは，私は君の心中を察L云うべき言葉を
知らたい。君は大学の紛争が長びくにっれて，持ち前の綱かな神経をいらだて，
学園正常化のために心魂を傾げていた。君には書きかけの原稿をそのままにし
て書斎を離れて動きまわらなげれぱならなかったこの幾月かは堪え難いことだ
ったと思う。君との別離1ヵ月，大学もようやく本来の姿に戻り・新入生は続
々と集って来ている。悲しみを越えて君の遺志は必らずや若き学徒によって生
かされるに違いない。どうか安らか百こ眠って貰いたい。
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